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１．学習指導要領の改訂と「主体的・対話的で深
い学び」

　平成29年に学習指導要領が改訂され、生きて働
く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社
会において生かそうとする「学びに向かう力、人
間性等」を一人一人の子供に育成していくことが
求められることとなった。そのためにも、学びの
過程において、実社会や実生活と関わりのあるリ
アリティのある真正の学びに主体的に取り組んだ
り、異なる多様な他者との対話を通じて考えを広
めたり深めたりする学びを実現することが大切と
なった。単に知識を記憶するだけにとどまらず、
身に付けた資質・能力が様々な課題の対応に生か
せる事を実感できるような、学びの深まりが欠か
せない。
　こうした「主体的・対話的で深い学び」を実現
するためには、学習過程を質的に高めることが必
要であり、そのための授業改善を以下のようにイ
メージすることができる。
⑴「主体的な学び」
　「主体的な学び」とは、学習者としての子供が
自らの学びをコントロールできることと捉える。
自分ごとの課題を、自分の力で解決し、その過程
と成果を自覚する。これを繰り返すことで、子供
は自分自身の力で学びをコントロールすることが
できるようになる。したがって、「主体的な学
び」については、授業の導入における「課題設
定」と「見通し」、終末における「振り返り」に
意識を向けたい。
⑵「対話的な学び」
　「対話的な学び」については、異なる多様な他
者との学び合いを重視することが大切になる。学
習のプロセスを質的に高めていくとともに、他者
と力を合わせた問題の解決や協働による新たなア
イディアの創造が求められているからである。問

題の解決場面においては、自分一人行うのではな
く、多くの人の参加による協働で解決に向かって
取り組んでいけることが大切になる。
⑶「深い学び」
　「深い学び」については、これまで以上に学び
のプロセスを意識することが求められる。問題を
解決するプロセス、解釈し考えを形成するプロセ
ス、構想し創造するプロセスなど、教科固有のプ
ロセスが一層充実するようにしたい。なぜなら、
学習のプロセスにおいては、それまでに学んだこ
とや各教科等で身に付けた知識や技能を活用・発
揮する場面が頻繁に生み出されるからである。

２.「深い学び」と知識の精緻化
　先に示した三つの学びの姿は、一体となって現
れる姿である。また、どれもが欠かすことのでき
ない重要なものであり、それぞれが実現を目指す
べき学びの姿と考えることが大切である。しかし
ながら、「深い学び」については、「主体的な学
び」「対話的な学び」に比べて分かりにくさがあ
るとの指摘もある。「深い学び」についての検討
をさらに進めていくこととする。
　１．⑶に記したとおり、「深い学び」は学習過
程としてのプロセスが大切なポイントになる。例
えば、総合的な学習の時間では、「①課題の設
定」→「②情報の収集」→「③整理・分析」→
「④まとめ・表現」の探究の過程としてイメージ
することができる。これらの学習過程は、各教科
等によっていくらか違いがあり、例えば、問題発
見・解決の過程、解釈・形成の過程、構想・創造
の過程などと整理することもできる。
　「深い学び」とは、子供たちが習得・活用・探
究を視野に入れた各教科等固有の学習過程の中
で、それまでに身に付けていた資質・能力を存分
に活用・発揮し、その結果、資質・能力が様々に
関連付いたり、組み合わせられたりして構造化さ

論　説

− 6 −教育研究岩手　第 112 号



れていくことと考えることができる。その結果、
より深く理解することに至り、異なる状況でも活
用できるものとなり、安定的で持続的なものとし
て資質・能力は確かになっていく。
　例えば、理科や社会の授業で事実的な知識を関
連付けて概念的な知識を獲得する姿をイメージす
ることができる。図画工作や体育の授業では、技
能を一連の連続したものとしてつなぎ合わせて確
かなものにすることと重なる。そこでは、「知識
及び技能」が関連付いて概念化され、連動して一
体化し、その結果、安定的で再現可能なものにな
る。こうして「知識及び技能」は、活用・発揮す
ることで他の「知識及び技能」などとつながり生
きて働く状態となる。「思考力、判断力、表現力
等」も、活用・発揮することで、実際の活用場面
などとつながり、いつでもどこでも自在に使え
る、汎用性の高い、未知の場面でも対応できる資
質・能力として育成される。さらには、「学びに
向かう力、人間性等」は、学びの意義を実感し、
心地よい手応え感覚とつながり人世や社会に生か
せる安定的で持続的な資質・能力となる。授業づ
くりにおいては、資質・能力の育成を具体的にイ
メージするとともに、「深い学び」の実現に結び
付けることを心がけることが大切である。
　このように「深い学び」を考える際のキーワ
ードは、「つなぐ（connect）」である。すなわ
ち、知識をつなぎ、関連付け、精緻化することが
「深い学び」を実現していく。そして、そのこと
こそが、資質・能力の三つの柱を確かに実現して
いくのであろう。その意味では、「深い学び」と
は、「知識（宣言的な知識）・技能（手続き的な
知識）が関連付いて構造化されたり身体化された
りして高度化し、駆動する状態に向かうこと」と
考えることができる。指導する教師一人一人の知
識観を拡張し、資質・能力を精度高くイメージし
ていくことがポイントとなる。

３．令和の日本型学校教育の答申
　新しい学習指導要領が示され、資質・能力の育
成に向けた授業改善が行われる中、令和３年１月
26日、中央教育審議会は、「「令和の日本型学校
教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能
性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学び
の実現～（答申）」を出した。学習指導要領が改
訂されたのは平成29年である。小学校における全
面実施が令和２年、中学校では令和３年になる。

新しい学習指導要領が実施されていく最中の答申
について、多くの方が「なぜ今？」と疑問に思わ
れたのではないだろうか。
　このことについて、私たちはどのように理解す
べきだろうか。一つは、それだけ激しい変化が起
きていることと考えることができよう。新型コロ
ナウイルス感染症の感染が拡大する中、オンライ
ンを使った学びが求められ、加速度的に広がって
きたように、学校教育を取り巻く状況が劇的に変
化し始めていることを認識しなければならない。
Society5.0時代と言われていた社会は一気に目の
前に現れてきている。過去における学校教育の良
さを踏まえながらも、大きな変化は待ったなしで
進めていかなければならない状況にあると理解す
ることができる。その象徴的な施策にGIGAスク
ール構想がある。
　もう一つは、本来期待していた豊かな学びは変
わるものではなく、異なる文脈からの説明である
と考えることができよう。つまり、「主体的・対
話的で深い学び」は、能動的な学習、いわゆるア
クティブ・ラーニングの文脈から示された期待す
る学びの姿である。一方、「個別最適な学びと協
働的な学び」は、一人一人の個に応じた学び、い
わゆるアダプティブ・ラーニングの文脈から示さ
れた期待する学びの姿である。期待する豊かな学
びを角度を変えて示していることであり、決して
違うものを目指すようなことではない。これまで
と同じ資質･能力の育成に向けて、授業改善を進
めていくことと理解することができる。
　このように考えるならば、教育を取り巻く状況
が大きく変わる中、令和の日本型学校教育の構築
として「個別最適な学びと協働的な学び」が示さ
れたことの意味を理解することができる。子供が
自ら学びに向かうことを大切にするとともに、一
人一人の子供に応じた学びの充実に、今まで以上
に意を配らなければならない。また、そうした学
びの実現のための指導の在り方や学習環境などを
見つめ直さなければならない。

４．安定的で質の高い「個別最適な学び」の実現
　答申で着目すべきは、「３．2020年代を通じて
実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿」にあ
る。そこでは、「個に応じた指導」を教師視点か
ら整理した概念とし、学習者視点から整理した概
念を「個別最適な学び」としている。その上で、
「個別最適な学び」を「指導の個別化」と「学習

− 7 − 教育研究岩手　第 112 号

特集「夢の実現に向けて自ら学び行動する岩手の子ども」

論説



の個性化」とに整理している。
　「個別最適な学び」は、一人一人の子供が知識
を習得したり、活用したりして確かな資質･能力
を身に付けていくことを期待している。また、そ
れぞれの子供に応じた課題を、本気で真剣に解決
に向かって取り組む探究などによって、実際の社
会で活用できる資質･能力が育成されていくこと
を期待している。今回の学習指導要領改訂の基本
理念とも言える「学習する子供の視点に立つ」と
する考えを、確実に一人一人に実現していこうと
する方向性が鮮明である。
　こうして学習指導要領の改訂で大切にしてきた
「主体的・対話的で深い学び」に、「個別最適な
学びと協働的な学びの一体的充実」を補完するこ
とにより、学びを能動的でアクティブなものにす
るだけではなく、より一人一人に目を向けたアダ
プティブなものにすることが期待されるようにな
った。
　一方、「個別」という言葉とGIGAスクール構
想による一人一台端末の実現によって、子供一人
一人が情報端末を抱えて学習活動を展開するイメ
ージが広がっている。そこでは、集団による一斉
の学習活動を否定する発言も聞かれる。また、
「個別」に執着するあまり、一人一人の子供にと
って確かな学びが実現されているかが心配になる
実践も見受けられる。「個別最適な学び」におい
て大切なことは、子供にとって「最適」な学びが
実現されることであり、その結果、「個別」に行
われる学習活動となる可能性が生まれることであ
ろう。一人一人で学ぶことを優先し、見た目の学
習活動を形式化することが目的ではない。一人一
人の子供に確かな学びを実現することが大切であ
り、その結果、一人一人で学ぶこともあれば、み
んなで学ぶこともある。
　一人一人で学ぶ学習活動の場面では、それぞれ
の子供に相応しい自律的な学習活動を、安定的か
つ質高く実現することが欠かせない。そのために
も、学習過程の導入、展開、終末において以下の
ように配慮することが大切になる。
⑴「目的や課題、見通し」で自ら学びに向かう
　これまで示してきたように資質・能力の育成の
ためには、思いや願いを実現し、目の前の問題を
解決していくプロセスの充実が欠かせない。実際
の社会で活用できる資質･能力の育成は、まさに
プロセスの中で知識や情報が繰り返し活用･発揮
され、どのような場面や状況においても自在に使

いこなせる状態になることと考えてきた。
　そのためにも、一人一人の子供にとって、何を
解決するかという目的や課題が重要になる。その
上で、見通しをもつことも欠かせない。見通しに
は到達点の見通しと通過点の見通しがある。この
両者が明確になることで、学習する子供は、自ら
の意志で自律的に学びに向かっていく。
　したがって、学習活動の導入場面や一人一人で
学ぶ学習活動に入る前には、目的や課題を明確に
すること、到達点と通過点からなる見通しをはっ
きりさせることが欠かせない。そのことによっ
て、何を学習するのか、どのように学習するの
か、どこに向かって学習するのかが明らかにな
り、一人一人の学習活動は、他者に依存したもの
ではない自律的な学習となる。
⑵「内化と外化」で知識が活用・発揮される
　期待する方向に向かい始めた学びを一層充実し
たものにするためには、プロセスにインタラクシ
ョン（相互作用）を位置付けることが考えられ
る。学びのプロセスにおいて、より多くの知識や
情報、より異なる知識や情報が加わり、プロセス
は質の高いものとなっていく。たくさんの事実に
関する知識は構造化され概念となって形成されて
いく。手続きに関する知識は様々な場面や状況と
結び付いて自在に使える能力となっていく。
　こうしたつながりは活用と発揮によってもたら
される。プロセスの充実とそこでのインタラクシ
ョンは、知識の活用と発揮を生み出し、結果とし
てつながり構造化された知識を生成することとな
る。ここで考えるインタラクションには、他者と
の対話だけではなく、自己内対話も含まれる。内
なる自分と向かい合い、内言によってじっくりと
語り合う熟考の姿は極めて大切である。さらに
は、教材との対話も視野に入れたい。それぞれの
子供に相応しい教材、適切に資質・能力が育成さ
れる教材と出会い、そこでどのような学びが展開
されるかをイメージすることは極めて重要であ
る。
　したがって、充実した豊かなインタラクション
を実現するためには、必要かつ適正な知識や情報
が一人一人に相応しく獲得できるようにするとと
もに、その知識や情報の活用機会が増えることが
大切である。そのためにも、いかに学びの状況を
整えるかに配慮したい。思考ツールなどによって
異なる多様な他者との対話が生まれやすい状況を
整えること、一人一人の子供の習熟度、興味・関
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心、認知特性、学習方略などの実態に応じて、適
切な情報にスムーズにアクセスできるようにする
ことなどが欠かせない。学習活動の展開場面にお
ける話合いや一人一人で学ぶ学習活動において
は、多様な他者や適切なリソースとの相互作用が
生まれる状況を設定したい。
⑶「振り返り」で知識を構造化する
　プロセスとインタラクションに加えて、もう一
つ重要な要素がリフレクション（省察）になろ
う。自らの学びを振り返り意味付け、価値付け
る。そのことが、知識の構造化を確実にする。構
造化された知識は、活用だけではなく定着にも向
かう。単元や授業の終末に振り返りをしっかり行
うことには大きな価値がある。
　ここでは文字言語を使うことが多くなろう。音
声言語は緩やかに広がるという特性があり、異な
る多様な情報を瞬時に交流したい場面では最適で
ある。一方、文字言語は明示され自覚しやすい。
加えて、記録として残すこともできることから共
有することにも向いている。この音声言語と文字
言語を巧みに使い分けることが学び全体の質を高
めていく。

５．欠かすことのできない「協働的な学び」
　この一人一人に応じた「個別最適な学び」が
「孤立した学び」に陥らないよう、これまでも多
くの学校が取り組み、優れた実践を生み出してき
た「協働的な学び」の重要性が明確に示されてい
る。
　「令和の日本型学校教育」においては、これま
で以上に一人一人の子供に応じた「個別最適な学
び」を重視することが期待される。そのことは、
一方で、これまで以上に「協働的な学び」が欠か
せないものであることをも示している。つまり、
「個別最適な学び」と「協働的な学び」は相互に
支え合う関係にあり、両者は支え合い、往還し合
い、一体となることによって、子供一人一人の学
びは豊かさを増すと考えることが大切なのであろ
う。
　実際の授業で、学習者である子供に聞いてみる
と、このことの確かさが明らかになる。ある子供
は、次のように語っている。
　「クラスみんなで話し合ったり、意見をもらっ
たりすると、自分の考えを広げていくことができ
る。たくさんの発言を友達に伝えていくことがで
きて自信にもなる。発言することで、自分で考え

ることにもなるし、話し合いをする中で、自分の
考えがはっきりしてくる」
　このように個の学びは、集団の学びによって一
層磨きをかけられ、確かさを増すことになるので
あろう。両者は行きつ戻りつしながら、それぞれ
に高まっていく。
　Society5.0時代を迎え、子供の学びを「個別最
適な学び」へと方向付けていくとともに、「協働
的な学び」の大切さも示してきた。このことは、
学校という社会資本の価値を再認識することでも
ある。学校には、力を合わせたり、交流したりし
て、課題を解決し目標の実現に向かっていく仲間
がいる。また、教師の高度で幅広い指導により、
学び合いが質高く実現する。さらには、意図的で
計画的なカリキュラムによって、「協働的な学
び」が豊かに展開されていく。これまでも大切に
してきた「協働的な学び」は、令和の時代に入
り、これまで以上に欠かすことのできない学びと
なっている。
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